世俗字類抄の語彙について : 植物部を中心に by 村越 仁美
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一
、
は
じ
め
に
　
　
世
俗
字
類
抄
の
成
立
は
院
政
期
頃
と
言
わ
れ
、
伝
源
周
光
選
と
さ
れ
る
。
二
巻
本
と
七
巻
本
と
が
現
存
す
る
。
二
巻
本
は
天
理
図
書
館
本
（
松
平
定
信
旧
蔵
）
四
冊
と
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
（
黒
川
春
村
旧
蔵
）
一
冊
な
ど
が
あ
り
、
江
戸
時
代
の
書
写
で
あ
る
。
七
巻
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）
は
、
三
巻
を
欠
き
六
冊
で
文
明
九
年（
一
四
七
七
）こ
ろ
の
書
写
と
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
本
書
の
末
に
「
伊
呂
波
字
之
終
」
の
文
字
が
あ
り
、
色
葉
字
類
抄
と
種
種
の
点
で
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
七
巻
本
は
二
巻
本
に
室
町
時
代
の
語
が
増
補
さ
れ
、
二
巻
本
と
の
内
容
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
　
三
宅
ち
ぐ
さ
氏
に
よ
る
と
、
世
俗
字
類
抄
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
注
１
が
さ
れ
て
い
る
。
『
世
俗
字
類
抄
』は
一
般
的
実
用
的
辞
書
で
あ
り
、
時
代
の
必
要
に
応
じ
る
た
め
の
改
編
に
力
を
入
れ
た
辞
書
で
あ
る
。
世
俗
字
類
抄
の
語
彙
に
つ
い
て
― 
植
物
部
を
中
心
に 
―
村
　
越
　
仁
　
美
　
本
稿
で
は
、
同
じ
「
世
俗
」
と
い
う
名
称
を
も
つ
、
二
巻
本
と
七
巻
本
の
世
俗
字
類
抄
と
が
ど
の
よ
う
な
関
係
性
を
も
っ
て
存
在
し
て
い
る
の
か
を
植
物
部
の
実
態
を
示
し
な
が
ら
報
告
し
て
い
く
。
　
本
稿
に
先
立
っ
て
、
東
京
女
子
大
学
で
「
人
倫
部
」「
人
躰
部
」「
人
事
部
」
注
２
「
辞
字
部
」「
畳
字
部
」
の
調
査
が
な
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な
改
編
が
ど
の
よ
う
に
さ
れ
た
か
、
本
稿
で
は
そ
れ
を
承
け
て
「
植
物
部
」
の
調
査
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。
　
以
下
の
語
彙
を
調
査
、
分
析
す
る
。
二
、
一
致
す
る
語
彙
に
つ
い
て
　
１
、
一
致
語
の
実
態
に
つ
い
て
　
２
、
植
物
部
に
お
け
る
字
体
変
化
　
３
、
植
物
部
に
お
け
る
付
訓
変
化
三
、
植
物
部
に
お
け
る
省
略
・
増
補
に
つ
い
て
　
１
、
植
物
部
に
お
け
る
省
略
に
つ
い
て
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２
、
植
物
部
に
お
け
る
増
補
に
つ
い
て
二
、
一
致
す
る
語
彙
に
つ
い
て
注
３
　
一
致
す
る
語
彙
数
と
一
致
率
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
　
ま
た
、
一
致
率
は
少
数
点
第
一
位
で
四
捨
五
入
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
前
の
表
の
結
果
か
ら
半
数
ま
た
は
半
数
以
上
の
見
出
し
語
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
人
躰
部
」、「
植
物
部
」
は
他
の
部
門
よ
り
も
二
巻
本
・
七
巻
本
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
一
致
率
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
二
部
門
は
時
代
に
よ
る
、
一
過
性
が
な
い
語
彙
が
集
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
増
減
も
少
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
注
４
　
ま
た
、
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
は
川
瀬
一
馬
氏
が
本
草
類
を
増
補
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
増
補
は
六
一
％
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ま
り
顕
著
な
語
数
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
　
各
部
門
の
一
致
率
を
見
る
と
、
多
く
の
語
は
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
七
巻
本
を
編
纂
す
る
際
、
そ
の
時
代
に
必
要
と
さ
れ
た
語
彙
を
残
し
、
必
要
と
さ
れ
な
い
語
が
削
除
さ
れ
た
語
彙
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
１
、
一
致
語
の
実
態
に
つ
い
て
　
一
致
語
で
あ
っ
て
も
、
両
字
類
抄
の
中
で
も
、
表
記
や
字
体
が
異
な
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
た
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
で
、
両
世
俗
字
類
抄
の
相
違
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
、
一
致
語
を
次
の
よ
う
に
分
類
し
、
特
徴
を
分
析
す
る
。
な
お
、
こ
の
分
類
は
既
に
東
京
女
子
大
学
で
行
わ
れ
て
き
た
項
目
に
従
い
、
本
稿
の
植
物
部
の
調
査
の
際
に
一
項
増
や
す
こ
と
に
す
る
。
　
共
通
語
を
次
の
四
つ
項
に
分
類
す
る
。
①
　
字
体
・
付
訓
共
に
一
致
す
る
語
二
巻
本
の
見
出
し
語
数
七
巻
本
の
見
出
し
語
数
二
巻
本
・
七
巻
本
共
通
語
数
二
巻
本
に
お
け
る
一
致
率
七
巻
本
に
お
け
る
一
致
率
54% 72% 218 403 302 人倫部
70% 81% 307 436 378 人躰部
52% 70% 380 724 541 人事部
48% 65% 889 1856 1373 辞字部
52% 53% 814 1559 1544 畳字部
61% 75% 529 866 710 植物部
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②
　
字
体
が
変
化
し
て
い
る
語
③
　
付
訓
が
変
化
し
て
い
る
語
④
　
字
体
が
明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
語
　
④
を
新
た
に
加
え
た
の
は
、
同
じ
意
味
で
も
全
く
字
体
が
異
な
る
語
を
②
に
入
れ
て
し
ま
う
と
、
正
確
に
字
体
の
変
化
が
見
出
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
付
訓
は
、
第
一
付
訓
に
よ
る
認
定
で
あ
り
、
二
巻
本
に
お
い
て
付
訓
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
語
も
一
致
語
に
含
む
こ
と
に
す
る
。
表
記
は
、
七
巻
本
を
基
準
と
す
る
。
×
印
は
、
付
訓
が
付
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
し
、（
　
）内
は
付
訓
が
同
じ
語
の
読
み
を
記
し
て
い
る
。
以
下
抄
出
例
を
示
す
。
①
　
字
体
、
付
訓
、
共
に
一
致
す
る
も
の
②
字
体
が
変
化
し
て
い
る
も
の
（
見
出
し
語
）
（
第
一
付
訓
）
稲
イ
子
景
天
イ
キ
ク
サ
イ
カ
萩
ハ
キ
同
（
ハ
ゝ
ク
リ
）
ハ
コ
ヘ
ラ
薄
ハ
カ
（
見
出
し
語
）
（
第
一
付
訓
）
苛
イ
ラ
羊
躑
躅
イ
ハ
ツ
ゝ
シ
芽
子
同
（
ハ
キ
）
花
薄
ハ
ナ
ス
ゝ
キ
ハ
シ
カ
ミ
ハ
シ
ハ
ミ
花
ハ
ナ
柞
ハ
ゝ
ソ
榮
ハ
ナ
葉
ハ
葩
ハ
ナ
ヒ
ラ
萼
ハ
ナ
フ
サ
（
付
訓
）（
二
巻
本
）　（
七
巻
本
）
イ
モ
　
　
　
　
蹲
鴟
　
　
　
蹲
ハ
キ
　
　
　
　
鹿
鳴
草
　
鳴
草
ハ
ナ
フ
サ
　
　
　
　
　
ハ
シ
カ
ミ
　
　
椒
　
　
　
ハ
ヒ
マ
ユ
ミ
　
杜
中
　
　
杜
仲
（
付
訓
）（
二
巻
本
）　（
七
巻
本
）
イ
モ
暑
預
預
イ
ナ
タ
ハ
リ
果
ハ
ス
ノ
ハ
イ
ハ
マ
ヒ
シ
蕘
ハ
ナ
タ
チ
ハ
ナ
橘
橘
ハ
マ
タ
カ
ナ
亭
歴
子
子
②
付
訓
が
変
化
し
て
い
る
も
の
　（
見
出
し
語
）
（
二
巻
本
）
（
七
巻
本
）
　
芋
イ
モ
―
―
―
イ
ヘ
ノ
イ
モ
　
預
イ
モ
―
―
―
山
ノ
イ
モ
　
―
ハ
チ
ス
ノ
子
ハ
ス
ノ
ネ
　
―
ハ
チ
ス
ノ
ハ
ヒ
―
ハ
チ
ス
ノ
ハ
イ
　
茄
―
ハ
チ
ス
ノ
ク
キ
ハ
ス
ノ
ク
キ
　
―
ハ
チ
ス
ノ
ハ
ナ
ハ
ス
ノ
ハ
ナ
　
母
貝
ハ
マ
ク
リ
ハ
ゝ
ク
リ
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芭
蕉
ハ
シ
ヲ
ハ
ハ
シ
ョ
ウ
　
ハ
マ
ナ
シ
ハ
マ
ヒ
シ
　
木
綿
ハ
ヒ
マ
ユ
ミ
ハ
イ
マ
ユ
ミ
　
莠
ハ
ク
サ
ハ
ク
キ
　
亭
歴
子
ハ
ナ
タ
カ
ナ
ハ
マ
タ
カ
ナ
　
杜
中
ハ
ヒ
マ
ユ
ミ
ハ
イ
マ
ユ
ミ
　（
付
訓
）（
二
巻
本
）（
七
巻
本
）
　
ハ
ス
ノ
ハ
　
荷
　
　
　
ハ
ナ
フ
サ
　
華
房
　
花
房
　（
付
訓
）（
二
巻
本
）（
七
巻
本
）
　
ハ
ス
ノ
ミ
蓮
子
　
　
　
　
　
①
〜
④
ま
で
の
両
辞
類
抄
の
数
値
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
④
字
体
が
明
ら
か
に
変
化
し
て
い
る
も
の
辞
字
部
植
物
部
総
語
数
二
巻
本
総
語
数
一
致
率
総
語
数
二
巻
本
総
語
数
七
巻
本
総
語
数
二
巻
本
一
致
率
七
巻
本
一
致
率
字
体
・
付
訓
と
も
に
一
致
す
る
語
585
  43
　　
　％
247
  35
　　
　％
  29
　　
　％
字
体
が
変
化
し
た
語
178
  13
　　
　％
179
  25
　　
　％
  21
　　
　％
付
訓
が
変
化
し
た
語
141
  10
　　
　％
77
  11
　　
　％
  11
　　
　％
字
体
が
明
ら
か
に
異
な
る
語
44
６
  
　％
５
 
　％
1373
710
866
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２
、
植
物
部
に
お
け
る
字
体
変
化
　
前
項
で
示
し
た
如
く
植
物
部
に
お
い
て
は
字
体
の
変
化
の
割
合
が
多
い
こ
と
か
ら
、
字
体
の
変
化
を
検
証
し
て
い
く
。
字
体
の
変
化
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
部
首
が
増
補
さ
れ
る
な
ど
変
化
し
て
い
る
も
の
　
二
巻
本
廷
七
巻
本
　
　
挺
あ
る
規
準
に
基
づ
き
変
化
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
　
二
巻
本
蒿
七
巻
本
　
　
　
部
首
が
変
化
し
て
い
る
語
に
関
し
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
七
巻
本
で
草
冠
が
増
補
さ
れ
る
。
　《
例
》
　
・
い
部
　
二
巻
本
「
暑
預
」　
　
↓
　
七
巻
本
「
預
」
　
・
は
部
　
二
巻
本
「
高
歴
子
」　
↓
　
七
巻
本
「
蒿
歴
子
」
　
・
を
部
　
二
巻
本
「
之
」　
　
　
↓
　
七
巻
本
「
芝
」
　
・
わ
部
　
二
巻
本
「
」　
　
　
↓
　
七
巻
本
「
」
②
手
偏
が
木
偏
に
な
る
　《
例
》
　
・
か
部
　
二
巻
本
「
接
」　
　
　
↓
　
七
巻
本
「
椄
」
　
・
む
部
　
二
巻
本
「
」　
　
　
↓
　
七
巻
本
「
」
　
部
首
が
変
化
し
て
い
る
も
の
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
き
く
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
　
草
冠
が
増
補
さ
れ
る
も
の
　
手
偏
が
木
偏
に
な
っ
て
い
る
も
の
　
部
首
の
変
化
か
ら
伺
え
る
こ
と
は
、
草
の
名
称
や
状
態
を
表
す
部
首
で
あ
る
「
草
冠
」
が
な
か
っ
た
も
の
に
そ
れ
が
付
加
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
み
ら
れ
た
点
で
あ
る
。
　
人
の
性
質
や
状
態
を
表
す
「
手
偏
」
か
ら
木
の
種
類
や
状
態
を
表
す
「
木
偏
」
に
変
化
し
て
い
る
も
の
の
多
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
二
巻
本
と
七
巻
本
の
時
間
の
間
に
植
物
を
表
す
部
首
が
確
立
し
て
き
た
と
い
う
様
子
が
う
か
が
え
る
の
で
は
な
い
か
。
二
巻
本
よ
り
七
巻
本
の
方
が
、
字
体
が
よ
り
対
象
物
を
精
確
に
記
述
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
基
準
に
基
づ
き
変
化
し
た
語
に
関
し
て
特
徴
的
で
あ
っ
た
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
①
二
巻
本
「
椒
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
ほ
部
　
二
巻
本
「
蔓
椒
」　
　
↓
七
巻
本
　「
」
　
・
は
部
　
二
巻
本
「
椒
」　
　
　
↓
七
巻
本
　「
」
②
二
巻
本
「
夏
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
ほ
部
　
二
巻
本
「
半
夏
」　
　
↓
七
巻
本
　「
半
」
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・ 
と
部
　
二
巻
本
「
常
夏
」
↓
七
巻
本
「
常
」
　
・ 
う
部
　
二
巻
本
「
夏
枯
草
」
↓
七
巻
本
「
枯
草
」
③
二
巻
本
「
高
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
お
部
　
二
巻
本
「
高
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
し
部
　
二
巻
本
「
白
高
」
↓
七
巻
本
「
白
」
④
二
巻
本
「
鹿
」
↓
七
巻
本
「
廉
」
　
・
や
部
　
二
巻
本
「
鹿
柿
」
↓
七
巻
本
「
廉
柿
」
　
・
ふ
部
　
二
巻
本
「
鹿
韮
」
↓
七
巻
本
「
廉
韮
」
⑤
二
巻
本
「
瓜
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
ま
部
　
二
巻
本
「
斑
瓜
」
↓
七
巻
本
「
斑
」
　
・
あ
部
　
二
巻
本
「
青
瓜
」
↓
七
巻
本
「
青
」
　
・
き
部
　
二
巻
本
「
黄
瓜
」
↓
七
巻
本
「
黄
」
⑥
二
巻
本
「
蒜
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
こ
部
　
二
巻
本
「
小
蒜
」
↓
七
巻
本
「
小
」
　
・
ひ
部
　
二
巻
本
「
蒜
」
↓
七
巻
本
「
」
⑦
二
巻
本
「
葉
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
も
部
　
二
巻
本
「
黄
葉
」
↓
七
巻
本
「
黄
」
⑧
二
巻
本
「
竹
」
↓
七
巻
本
「
」
　
・
か
部
　
二
巻
本
「
竹
」
↓
七
巻
本
「
」
⑨
二
巻
本
「
曷
」
↓
七
巻
本
「
葛
」
　
・
え
部
　
二
巻
本
「
紫
曷
」
↓
七
巻
本
「
紫
」
　
・
あ
部
　
二
巻
本
「
甘
曷
」
↓
七
巻
本
「
甘
」
⑩
二
巻
本
「
」
↓
七
巻
本
「
箟
」
　
・
の
部
　
二
巻
本
「
」
↓
七
巻
本
「
箟
」
　
・
や
部
　
二
巻
本
「
」
↓
七
巻
本
「
箟
」
　
字
体
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
二
巻
本
の
字
体
の
方
が
七
巻
本
の
字
体
に
比
較
し
て
、
現
在
の
通
用
字
体
に
近
く
、
簡
略
化
さ
れ
て
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
二
巻
本
の
字
体
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
ら
れ
、
注
５
辞
字
部
で
も
共
通
す
る
よ
う
で
あ
る
。
　
そ
し
て
二
巻
本
は
七
巻
本
に
比
べ
て
初
期
に
編
纂
さ
れ
た
に
も
関
ら
ず
、
七
巻
本
で
字
体
が
多
様
な
使
わ
れ
方
を
し
て
お
り
、
二
巻
本
を
改
編
す
る
過
程
で
編
者
ま
た
は
書
写
者
の
持
つ
字
体
も
多
分
に
表
れ
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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３
、
植
物
部
に
お
け
る
付
訓
変
化
　
変
化
の
割
合
が
大
き
か
っ
た
付
訓
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
植
物
部
に
お
け
る
付
訓
が
変
化
し
た
語
を
次
に
示
す
。
付
訓
は
第
一
付
訓
と
し
、
見
出
し
語
は
省
略
す
る
。
　「
植
物
部
」に
お
け
る
共
通
語
の
付
訓
が
変
化
し
た
語
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
あ
る
語
を
抄
出
す
る
。
な
お
、
例
は
、
二
巻
本
世
俗
字
類
抄
↓
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
よ
う
に
表
す
。
増
補
省
略
仮
名
の
変
化
そ
の
他
　
増
補
①
○
○
＋
ノ
＋
○
○
　
・
イ
モ
―
―
―
↓
イ
ヘ
ノ
イ
モ
・
イ
モ
―
―
↓
山
ノ
イ
モ
　
・
ム
キ
ク
ロ
ミ
―
↓
ム
キ
ノ
ク
ロ
ミ
②
○
○
＋
ナ
リ
―
―
　
・
ム
ハ
ラ
ノ
ミ
　
↓
ム
ハ
ラ
ノ
ミ
ナ
リ
③
○
○
＋
フ
ツ
ロ
　
・
コ
モ
―
―
―
↓
コ
モ
フ
ツ
ロ
二
巻
本
よ
り
も
七
巻
本
に
は
具
体
的
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
点
が
見
ら
れ
、
同
じ
植
物
で
も
そ
の
違
い
を
詳
細
に
示
す
と
い
う
書
き
加
え
が
見
ら
れ
る
。
省
略
―
―
　
・
ハ
チ
ス
ノ
ネ
　
　
↓
ハ
ス
ノ
ネ
―
・
コ
ニ
ラ
↓
ニ
ラ
―
　
・
ト
ツ
サ
カ
ノ
リ
　
↓
ト
サ
カ
ノ
リ
―
―
・
コ
ム
キ
カ
ラ
↓
コ
ム
キ
　
七
巻
本
で
省
略
し
て
書
か
れ
て
い
る
語
は
、
現
在
通
用
さ
れ
て
い
る
語
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
仮
名
の
変
化
①
「
い
」
の
変
化
　
○
井
↓
イ
―
　
　
・
井
チ
コ
マ
メ
―
↓
イ
チ
コ
マ
メ
　
○
ヰ
↓
イ
―
―
―
　
　
・
ヰ
ノ
ト
ヽ
キ
―
↓
イ
ノ
ト
キ
―
―
　
　
・
ク
レ
ナ
イ
ノ
ア
ヰ
―
↓
ク
レ
ノ
ア
イ
―
　
　
・
ク
ワ
ヰ
―
↓
ク
ワ
イ
　
○
ヰ
↓
ヒ―
　
　
・
ア
ヰ
ツ
ヽ
シ
―
↓
ア
ヒ
ツ
ヽ
シ
　
○
ヒ
↓
イ
―
　
　
・
ハ
チ
ス
ノ
ハ
ヒ
―
↓
ハ
チ
ス
ノ
ハ
イ
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―
　
　
・
ハ
ヒ
マ
ユ
ミ
―
↓
ハ
イ
マ
ユ
ミ
②
「
え
」
の
変
化
　
○
ヱ
↓
へ
―
　
　
・
イ
ヌ
ヱ
―
↓
イ
ヌ
ヘ
　
○
エ
↓
ヱ―
　
・
ノ
ラ
エ
―
↓
ノ
ラ
ヱ
　
○
ヱ
↓
エ
―
　
・
エ
ヒ
カ
ツ
ラ
―
↓
エ
ヒ
カ
ツ
ラ
―
　
・
エ
コ
ノ
ク
サ
―
―
↓
エ
コ
ノ
ク
サ
　
　
エ
ミ
ク
サ
―
↓
エ
ミ
ク
サ
③
「
お
」
の
変
化
　
○
ホ
↓
ヲ―
　
　
・
ヲ
ホ
ハ
コ
↓
ヲ
ヲ
ハ
コ
―
　
　
・
ア
サ
カ
ホ
―
↓
ア
サ
カ
ヲ
　
○
オ
↓
ヲ
―
　
　
・
ク
レ
ノ
オ
モ
―
↓
ク
レ
ノ
ヲ
モ
④
ム
↓
ン
―
　
　
・
カ
ム
シ
―
↓
カ
ン
シ
―
　
　
・
シ
ヲ
ム
―
↓
シ
ヲ
ン
⑤
フ
↓
ウ
―
　
　
・
コ
エ
フ
ノ
マ
ツ
―
↓
コ
エ
ウ
ノ
マ
ツ
⑥
ウ
↓
フ―
―
　
・
ア
ウ
シ
チ
―
↓
ア
フ
シ
　
一
定
の
仮
名
遣
い
の
変
化
が
見
出
せ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
編
者
（
ま
た
は
書
写
者
）
の
表
記
法
で
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に
よ
っ
て
仮
名
の
表
記
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
変
化
―
　
・
ハ
マ
ク
リ
―
↓
ハ
ヽ
ク
リ
　
・
ヲ
カ
ツ
シ
―
↓
ヲ
カ
ツ
ヽ
シ
　
―
　
・
オ
ハ
キ
―
―
↓
オ
ハ
ヽ
キ
　
前
の
字
を
重
ね
て
書
き
加
え
て
い
る
、
踊
り
字
（
ヽ
）
の
使
用
が
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
に
多
い
。
　
以
下
、「
植
物
部
」
に
お
い
て
の
付
訓
変
化
と
は
別
に
、
他
の
部
門
で
の
注
６
付
訓
変
化
を
引
用
す
る
。
﹇
辞
字
部
﹈
二
巻
本
で
形
容
詞
と
さ
れ
た
も
の
が
七
巻
本
で
は
形
容
動
詞
に
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
。（
二
巻
本
↓
七
巻
本
の
順
に
記
す
）
　
・
頓
ニ
ワ
カ
シ
↓
ニ
ハ
カ
ナ
リ
・
閑
　
ノ
ト
カ
シ
↓
ノ
ト
カ
ナ
リ
　
・
ヲ
ロ
ソ
カ
シ
↓
オ
ロ
ソ
カ
ナ
リ
・
閑
　
シ
ツ
カ
シ
↓
シ
ツ
カ
ナ
リ
　
・
穏
ヲ
タ
ヤ
カ
シ
↓
オ
タ
ヤ
カ
ナ
リ
・
圓
　
マ
ト
カ
シ
↓
マ
ト
カ
ナ
リ
二
巻
本
で
は
「
○
○
シ
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、
七
巻
本
で
は
「
シ
」
が
－ 95－
脱
落
し
て
い
る
点
が
多
い
。
　
・
ニ
キ
ラ
カ
シ
↓
ニ
キ
ラ
　
・
朗
ホ
カ
ラ
カ
シ
↓
ホ
カ
ラ
カ
　
・
禿
カ
フ
ロ
シ
↓
カ
フ
ロ
二
巻
本
で
は
「
○
○
」
と
読
ま
れ
て
い
る
動
詞
が
、
七
巻
本
で
は
「
○
○
ル
」
と
変
化
し
て
い
る
例
が
多
い
。
　
・
痊
同
（
イ
ユ
）
↓
イ
ユ
ル
・
吠
ホ
ユ
↓
ホ
ユ
ル
　
・
舉
ア
ク
↓
ア
ク
ル
・
勝
（
ア
ク
）
↓
ア
ク
ル
二
巻
本
で
は
自
動
詞
だ
っ
た
語
が
、
七
巻
本
で
は
他
動
詞
に
な
っ
て
い
る
例
が
多
い
。
　
・
療
同
（
イ
ユ
）
↓
イ
ヤ
ス
・
落
オ
ト
ス
↓
オ
ツ
　
・
亡
同
（
ホ
ロ
フ
）
↓
同
（
ホ
ロ
ホ
ス
）
注
７
﹇
人
倫
部
・
人
躰
部
・
人
事
部
﹈
同
義
の
付
訓
の
中
に
品
詞
の
変
化
を
伴
っ
た
も
の
が
あ
る
。
　
動
詞
↓
名
詞
　
・
腫
ハ
ル
ゝ
↓
ハ
レ
・
偽
イ
ツ
ハ
ル
↓
イ
ツ
ハ
リ
　
・
祭
マ
ツ
ル
↓
マ
ツ
リ
　
名
詞
↓
動
詞
　
・
憤
イ
キ
ト
ホ
リ
↓
イ
キ
ト
ヲ
ル
・
別
ワ
カ
レ
↓
ワ
カ
ル
職
業
名
を
表
す
名
詞
は
、
表
記
の
仕
方
が
一
定
し
て
い
る
。
　
・
猟
師
　
カ
リ
ウ
ト
↓
カ
リ
ヒ
ト
・
舟
人
　
フ
ナ
ウ
ト
↓
フ
ナ
ヒ
ト
二
巻
本
と
七
巻
本
の
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
の
付
訓
に
文
字
を
継
ぎ
足
し
た
も
の
が
多
い
。
―
　
・
乞
索
兒
　
ホ
カ
イ
↓
ホ
カ
イ
コ
・
士
公
　
ト
フ
―
↓
ト
ク
ウ
―
　
・
灸
　
　
　
ヤ
イ
ト
↓
ヤ
イ
ト
フ
―
・
節 
フ
シ
ツ
メ
↓
フ
シ
ツ
―
　
・
盲
　
　
　
メ
シ
イ
↓
メ
シ
イ
ル
注
８
﹇
畳
字
部
﹈
　
二
巻
本
に
付
訓
が
施
さ
れ
て
い
な
い
語
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。（
二
巻
本
↓
七
巻
本
）
　
・
老
少
×
↓
ラ
ウ
シ
ョ
ウ
・
落
第
　
×
↓
（
ラ
ク
）
タ
イ
　
・
礼
拝
×
↓
ラ
イ
ハ
イ
・
乱
逆
　
×
↓
ラ
ン
キ
ヤ
ク
　
・
牢
籠
×
↓
ラ
ウ
ロ
ウ
　
二
巻
本
か
ら
七
巻
本
へ
の
付
訓
の
変
化
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
の
共
通
の
特
徴
と
し
て
明
確
な
も
の
は
な
い
。
こ
れ
は
、
七
巻
本
編
纂
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
応
じ
て
適
宜
変
化
さ
せ
て
、
改
編
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
故
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
部
門
に
よ
り
付
訓
の
多
様
な
変
化
が
見
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
　
三
、「
植
物
部
」
に
お
け
る
省
略
・
増
補
に
つ
い
て
　
二
巻
本
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
は
七
巻
本
編
纂
時
に
、
削
除
さ
れ
た
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語
で
あ
る
。
　
七
巻
本
に
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
は
七
巻
本
編
纂
時
に
新
た
に
増
補
さ
れ
た
語
で
あ
る
。
　
こ
れ
ら
の
語
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
植
物
部
に
お
け
る
語
の
取
捨
選
択
の
実
態
が
把
握
さ
れ
る
。
次
に
省
略
増
補
に
関
す
る
表
を
示
す
。
０ ２ け 22 12 い
７ 11 ふ ０ ２ ろ
６ ２ こ 18 13 は
４ ５ え 10 １ に
２ ０ て 11 ３ ほ
18 17 あ ２ ０ へ
11 15 さ ６ ２ と
５ ８ き ５ ０ ち
５ ０ ゆ ０ ２ り
２ ５ め ７ ０ ぬ
８ ８ み ０ ０ る
16 ４ し 13 ７ を
３ ２ ゑ ３ ０ わ
13 13 ひ 49 ９ か
10 ２ も ０ ０ ら
337 181 合  計 ６ １ む
16 ５ う
３ ２ ゐ
６ ４ の
10 ９ お
26 ５ く
15 ７ や
５ ３ ま
二
巻
本
の
み
の
語
七
巻
本
の
み
の
語
二
巻
本
の
み
の
語
七
巻
本
の
み
の
語
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１
、
植
物
部
に
お
け
る
省
略
に
つ
い
て
　
省
略
さ
れ
た
語
を
抄
出
す
る
。
（
部
）
（
見
出
し
語
）
（
第
一
付
訓
）
い
刺
栗
扶
イ
カ
ク
リ
ノ
シ
フ
連
翹
イ
タ
チ
ノ
ハ
セ
水
蘇
イ
ヌ
ヱ
茵
芋
イ
ン
ウ
ろ
寄
生
ロ
ヤ
寓
生
同
（
ロ
ヤ
）
は
英
同
（
ハ
ナ
）
雲
荊
ハ
ナ
サ
ヽ
ケ
天
名
精
ハ
ナ
タ
カ
タ
麦
句
ハ
ナ
タ
カ
ナ
蔓
荊
ハ
ニ
ハ
ヒ
菴
芦
ハ
ヽ
コ
な
し
（
ハ
ヽ
ソ
）
な
し
（
ハ
ヽ
ソ
）
蕘
華
ハ
マ
ヒ
シ
旋
ハ
ヤ
ヒ
ト
ク
サ
大
戟
同
（
ハ
ヤ
ヒ
ト
ク
サ
）
に
牛
櫻
ニ
ハ
サ
ク
ラ
ほ
ホ
タ
ク
イ
ホ
フ
重
皮
ホ
ヽ
カ
ハ
朴
ホ
ヲ
と
藤
ト
ウ
乃
木
ト
フ
サ
り
林
檎
リ
ウ
コ
ウ
ノ
オ
零
陵
香
リ
ヤ
ウ
レ
ウ
カ
ウ
を
玄
参
ヲ
シ
ク
サ
芸
薹
ヲ
チ
赤
箭
ヲ
ト
ヲ
ト
シ
游
ヲ
ヨ
ク
　
葫
ヲ
ヽ
ヒ
ル
楓
ヲ
ン
シ
蕉
同
（
ヲ
ン
ナ
カ
ヅ
ラ
）
か
幹
カ
ウ
蒭
カ
ウ
ク
サ
大
麦
カ
ケ
カ
タ
カ
シ
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衛
矛
カ
ハ
ク
マ
ツ
ラ
賣
子
木
カ
ハ
チ
サ
鶏
頭
樹
カ
ヘ
ル
テ
ノ
キ
人
参
カ
ミ
ナ
ク
サ
石
竹
カ
ラ
ホ
ヒ
む
茨
棘
ム
ハ
ラ
う
胡
麻
ウ
コ
マ
蓄
ウ
シ
ク
サ
牛
房
な
し
（
ウ
マ
フ
フ
キ
）
石
帆
ウ
ミ
マ
ツ
梅
樹
な
し
（
ウ
メ
ノ
キ
）
ゐ
藺
ヰ
吽
膝
ヰ
ノ
コ
ツ
チ
の
陵
ノ
セ
紫
蔵
同
（
ノ
セ
）
名
藍
同
（
ノ
ヤ
キ
ミ
）
お
朮
オ
ケ
ラ
山
薊
同
（
オ
ケ
ラ
）
於
期
菜
な
し
（
オ
ゴ
）
當
歸
オ
ホ
セ
リ
虎
掌
オ
ホ
ミ
ヤ
カ
ラ
續
断
同
（
オ
ホ
ミ
ヤ
カ
ラ
）
　
黄
精
オ
ホ
ヱ
ヒ
同
（
オ
ホ
ヱ
ヒ
）
　
オ
ロ
カ
オ
ヒ
　
増
補
版
で
あ
る
七
巻
本
で
省
略
さ
れ
た
語
は
「
植
物
部
」
で
一
八
一
語
で
あ
っ
た
。
二
巻
本
に
の
み
見
ら
れ
る
語
の
性
格
は
、
次
の
よ
う
に
、
付
訓
が
似
通
っ
て
い
る
語
が
多
い
。
「
天
名
精
」（
ハ
ナ
タ
カ
タ
）、「
麦
句
」（
ハ
ナ
タ
カ
ナ
）
「
細
枝
」（
サ
イ
シ
）、「
細
辛
」（
サ
イ
シ
ン
）
「
蓍
」（
メ
ト
）、「
著
」（
メ
ハ
ト
）
　
ま
た
、
同
じ
付
訓
の
語
が
同
時
に
七
巻
本
で
は
省
略
も
さ
れ
て
い
る
。
「
羊
桃
」（
イ
ラ
ク
サ
）、「
」
同
（
イ
ラ
ク
サ
）
「
」
な
し
（
ハ
ヽ
ソ
）、「
」
な
し
（
ハ
ヽ
ソ
）
「
旋
」（
ハ
ヤ
ヒ
ト
ク
サ
）、「
大
戟
」
同
（
ハ
ヤ
ヒ
ト
ク
サ
）
「
陵
」（
ノ
セ
）、「
紫
蔵
」
同
（
ノ
セ
）
「
朮
」（
オ
ケ
ラ
）「
山
薊
」
同
（
オ
ケ
ラ
）
「
虎
掌
」（
オ
ホ
ミ
ヤ
カ
ラ
）「
續
断
」
同
（
オ
ホ
ミ
ヤ
カ
ラ
）
「
黄
精
」（
オ
ホ
ヱ
ヒ
）「
」
同
（
オ
ホ
ヱ
ヒ
）
　
ま
た
、
同
一
語
が
二
巻
本
と
七
巻
本
で
異
な
る
部
門
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
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こ
と
も
あ
る
。
「
藤
」（「
ト
ウ
」
と
部
↓
「
フ
ジ
」
ふ
部
）
「
楓
」（「
ヲ
シ
ン
」
を
部
↓
「
カ
エ
デ
」
か
部
）
「
人
参
」（「
カ
ミ
ナ
ク
サ
」
か
部
↓
「
ニ
ン
ジ
ン
」
に
部
）
「
胡
麻
」（「
ウ
ゴ
マ
」
う
部
↓
「
ゴ
マ
」
こ
部
）
　
七
巻
本
の
方
が
二
巻
本
よ
り
も
現
在
に
近
い
読
み
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
七
巻
本
編
纂
時
に
除
外
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
語
形
を
変
化
さ
せ
て
別
の
部
門
で
の
記
載
が
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
２
、「
植
物
部
」
に
お
け
る
増
補
に
つ
い
て
　
七
巻
本
の
「
植
物
部
」
に
お
け
る
増
補
さ
れ
た
語
を
あ
げ
る
（
部
）
（
見
出
し
語
）
（
第
一
付
訓
）
（
見
出
し
語
）  
（
第
一
付
訓
）
い
イ
ケ
ヒ
同
（
イ
ケ
ヒ
）
杠
イ
ツ
リ
ハ
榕
同
（
イ
ツ
リ
ハ
）
藺
井
鴨
足
同
（
イ
チ
ャ
ウ
）
は
ハ
エ
キ
栗
ハ
シ
ハ
ミ
巴
ハ
セ
ン
同
（
ハ
キ
）
子
ハ
キ
荷
ハ
チ
ス
に
木
な
し
芫
青
な
し
ニ
カ
ナ
地
葵
同
ニ
ハ
ク
サ
葫
ニ
ン
ニ
ク
同
（
ニ
ラ
）
同
（
ニ
ラ
）
枌
ニ
レ
人
参
ニ
ン
シ
ン
葷
ニ
ン
ユ
ク
ほ
鳳
仙
花
ホ
ウ
セ
ン
ク
ワ
厚
朴
ホ
サ
カ
シ
ワ
菰
ホ
ソ
ツ
キ
馬
齒
草
同
（
ホ
ウ
ツ
キ
）
木
瓜
ホ
ケ
蔦
ホ
ヤ
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生
ホ
ヤ
寓
生
ホ
ヤ
　
矢
ホ
ヤ
ホ
ソ
干
棗
ホ
シ
ナ
ツ
メ
へ
碧
桃
ヘ
キ
タ
ウ
ヘ
ク
ソ
カ
ツ
ラ
と
杤
ト
チ
ト
チ
栂
ト
カ
杜
若
ト
シ
ヤ
ク
杜
仲
ト
チ
ウ
四
時
花
ト
コ
ナ
ツ
ち
邁
苣
同
（
チ
サ
）
千
尋
チ
イ
ロ
石
髪
同
（
チ
イ
サ
ヽ
コ
ケ
）
茅
萱
チ
カ
ヤ
チ
タ
ヽ
ぬ
ヌ
カ
エ
粉
木
同
（
ヌ
ル
テ
）
杞
ヌ
ミ
タ
ス
リ
櫨
同
（
ヌ
ミ
タ
ス
リ
）
風
子
同
（
ヌ
カ
エ
）
零
陵
子
同
（
ヌ
カ
エ
）
樗
ヌ
ル
テ
を
稲
ヲ
ク
テ
ヲ
ホ
タ
ケ
ヲ
ハ
ナ
同
（
ヲ
ト
ロ
）
莪
ヲ
ハ
キ
荊
ヲ
ト
ロ
香
ヲ
シ
ノ
ヲ
モ
白
頭
ヲ
キ
ナ
ク
サ
ヲ
ク
キ
葛
ヲ
モ
タ
カ
茨
同
（
ヲ
モ
タ
カ
）
貫
衆
ヲ
ニ
ワ
ラ
ビ
鬼
志
古
草
ヲ
ニ
ノ
シ
コ
ク
サ
わ
葵
同
（
ワ
サ
ヒ
）
早
稲
同
（
ワ
セ
）
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歎
葉
ワ
ク
ラ
ハ
か
唐
竹
カ
ラ
タ
ケ
菊
カ
ラ
ヘ
モ
キ
カ
シ
ハ
キ
海
藻
カ
チ
メ
苛
カ
ラ
シ
菁
カ
ラ
モ
キ
カ
ル
カ
ヤ
辛
菜
カ
ラ
シ
カ
ラ
ム
シ
茨
同
（
カ
ヤ
）
烏
藺
同
（
カ
キ
ツ
ハ
タ
）
蜀
葵
カ
ラ
ア
ヲ
イ
杜
若
カ
キ
ツ
ハ
タ
同
（
カ
ラ
ス
ウ
リ
）
鳩
酸
草
同
（
カ
タ
ハ
ミ
）
槐
カ
ツ
ラ
樺
櫻
カ
ハ
サ
ク
ラ
枳
實
カ
ラ
タ
チ
カ
ン
タ
ン
カ
モ
川
骨
同
（
カ
ハ
ホ
子
）
蘿
摩
子
カ
ヽ
ミ
カ
キ
ワ
ラ
ヒ
布
カ
チ
メ
芫
華
カ
マ
ヒ
去
水
同
（
カ
マ
ヒ
）
毒
同
（
カ
マ
ヒ
）
牡
芫
同
（
カ
マ
ヒ
）
白
芝
同
（
カ
サ
モ
チ
）
模
カ
タ
キ
カ
リ
ク
サ
櫓
同
（
カ
シ
）
樫
同
（
カ
シ
）
同
（
カ
シ
）
カ
ラ
蔓
根
カ
フ
ラ
海
堂
花
カ
イ
タ
ウ
ケ
菰
カ
ツ
ミ
ク
サ
カ
サ
子
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カ
キ
ナ
カ
ヽ
モ
カ
フ
ハ
シ
ク
サ
橙
カ
フ
チ
カ
タ
キ
柞
カ
シ
く
カ
ハ
ヤ
ナ
キ
楊
同
（
カ
ハ
ヤ
ナ
キ
）
カ
タ
キ
稼
カ
ノ
キ
　
七
巻
本
の
「
植
物
部
」
で
増
補
さ
れ
た
語
は
三
三
七
語
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
語
を
見
て
い
く
と
、
同
じ
読
み
方
で
も
異
な
る
漢
字
を
使
用
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
ホ
ヤ
（
蔦
・
寓
生
）
の
よ
う
に
二
巻
本
で
は
一
括
り
に
し
て
い
た
植
物
を
よ
り
説
明
を
詳
し
く
特
徴
を
明
か
に
記
述
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
異
な
る
漢
字
で
増
補
を
し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
植
物
に
つ
い
て
の
記
載
が
二
巻
本
と
七
巻
本
編
纂
時
の
間
に
進
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
か
。
　
七
巻
本
で
は
苺
子
（
イ
チ
コ
）、 
葫
（
ニ
ン
ニ
ク
）、
温
州
橘
（
ウ
シ
ウ
キ
ツ
）、 
椎
茸
（
シ
イ
タ
ケ
）
な
ど
の
現
在
で
も
通
用
す
る
食
べ
物
（
野
菜
、
果
物
）
に
関
す
る
語
も
増
補
さ
れ
て
い
る
。
世
俗
字
類
抄
に
「
飲
食
」
と
い
う
部
門
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
七
巻
本
の
「
植
物
部
」
で
新
た
に
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
と
い
え
る
。
　「
植
物
部
」
に
お
け
る
二
巻
本
と
七
巻
本
の
増
補
・
省
略
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
同
義
語
が
二
巻
本
と
は
異
な
る
部
に
七
巻
本
で
は
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
　《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
二
巻
本
）
（
部
）
（
七
巻
本
）
（
行
）
籐
ト
ウ
（
と
）
フ
ジ
（
ふ
）
楓
ヲ
シ
ン
（
を
）
カ
イ
テ
（
か
）
人
参
カ
ミ
ナ
ク
サ
（
か
）
ニ
ン
ジ
ン
（
に
）
七
巻
本
の
方
が
二
巻
本
よ
り
も
付
訓
表
記
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。（
付
訓
が
省
略
さ
れ
て
い
る
）
　《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
第
一
付
訓
）
（
部
）
木
　
な
し
に
地
葵
同
に
二
巻
本
で
し
か
記
載
が
な
か
っ
た
語
彙
で
も
、
七
巻
本
編
纂
時
に
除
外
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
語
形
を
変
化
さ
せ
て
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
　《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
二
巻
本
）
（
行
）
七
巻
本
（
行
）
胡
麻
ウ
ゴ
マ
（
う
）
ゴ
マ
（
こ
）
七
巻
本
で
は
野
菜
や
果
物
に
関
す
る
語
が
増
補
さ
れ
て
い
る
。
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　《
例
》
苺
子
（
イ
チ
コ
）
葫
（
ニ
ン
ニ
ク
）
温
州
橘
（
ウ
シ
ウ
キ
ツ
）
椎
茸
（
シ
イ
タ
ケ
）
　
　
　
　
　
右
の
「
植
物
部
」
に
お
け
る
特
徴
と
「
人
倫
」「
人
躰
」「
人
事
」
に
お
け
注
７
る
特
徴
を
比
較
し
て
み
る
と
、
次
の
こ
と
が
わ
か
る
。
「
植
物
部
」
と
他
の
部
門
と
で
共
通
す
る
こ
と
は
、
次
の
点
で
あ
る
。
①
同
義
語
が
二
巻
本
と
は
異
な
る
所
に
七
巻
本
で
は
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
　《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
二
巻
本
）
（
七
巻
本
）
完
骨
人
躰
人
事
聹
人
躰
人
事
②
二
巻
本
で
し
か
記
載
が
な
か
っ
た
語
彙
で
も
、
七
巻
本
編
纂
時
に
除
外
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
語
形
を
変
化
さ
せ
て
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
　《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
二
巻
本
）
（
七
巻
本
）
膳
夫
な
し
膳
部
ゼ
ン
フ
痊
イ
ム
疚
イ
タ
ム
嘆
ム
ス
哽
ム
ス
　
一
方
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
位
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
は
次
の
こ
と
で
あ
る
。
　「
人
倫
部
」
は
、
二
巻
本
よ
り
七
巻
本
の
方
が
「
陰
陽
師
」「
縫
物
師
」
な
ど
職
業
を
表
す
語
が
多
い
。
《
例
》
（
見
出
し
語
）
（
付
訓
）
縫
物
師
ヌ
イ
モ
ノ
シ
楽
人
カ
ク
打
物
師
ウ
チ
モ
ノ
シ
問
丸
ト
イ
マ
ル
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
に
多
少
の
特
徴
的
な
増
補
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
二
巻
本
か
ら
七
巻
本
へ
の
増
補
は
大
幅
な
増
補
と
は
言
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
基
本
的
に
二
巻
本
の
語
を
中
心
と
し
た
増
補
で
あ
り
、
新
た
に
増
補
さ
れ
た
語
と
い
う
の
は
意
外
と
少
な
く
、
二
巻
本
の
語
を
よ
り
詳
し
く
解
説
を
説
明
し
た
り
、
多
少
語
形
等
を
変
化
さ
せ
た
り
す
る
増
補
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
四
、
む
す
び
　
第
一
に
、
語
彙
に
お
け
る
二
巻
本
と
七
巻
本
の
関
係
を
述
べ
る
。「
植
物
部
」
に
お
け
る
見
出
し
語
は
、
二
巻
本
が
七
一
〇
語
、
七
巻
本
が
八
六
六
語
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
両
本
で
一
致
す
る
も
の
が
五
二
九
語
で
あ
る
。
一
致
率
は
二
巻
本
で
七
五
％
、
七
巻
本
で
六
五
％
と
い
う
結
果
か
ら
七
巻
本
は
二
巻
本
か
ら
六
割
の
語
彙
を
採
録
し
、
新
た
に
四
割
を
増
補
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
一
致
語
の
な
か
で
も
字
体
と
付
訓
が
と
も
に
一
致
し
て
い
る
割
合
は
二
巻
本
で
三
五
％
、
七
巻
本
で
二
九
％
と
わ
ず
か
三
割
程
－ 104－
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
二
巻
本
と
七
巻
本
は
、
共
通
語
こ
そ
多
い
が
、
二
巻
本
か
ら
七
巻
本
に
か
け
て
、
大
き
な
改
編
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
の
改
編
は
、
字
体
変
化
に
お
け
る
部
首
変
化
の
よ
う
に
、
二
巻
本
と
七
巻
本
の
間
に
植
物
を
表
す
部
首
が
確
立
し
、
対
象
物
を
精
確
に
記
述
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
改
編
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
彙
に
お
け
る
簡
略
化
や
具
体
化
の
改
編
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
二
巻
本
と
七
巻
本
と
は
互
い
に
関
連
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
時
代
に
起
こ
っ
た
変
化
を
編
者
（
ま
た
は
、
書
写
者
）
の
表
記
法
に
よ
り
書
写
さ
れ
、
当
時
通
用
し
て
い
た
読
み
方
や
書
き
方
で
記
さ
れ
た
辞
書
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
　
第
二
に
、
二
巻
本
と
七
巻
本
の
取
捨
選
択
に
お
い
て
、
二
巻
本
で
し
か
記
載
が
な
か
っ
た
語
彙
で
も
、
七
巻
本
編
纂
時
に
除
外
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
語
形
を
変
化
さ
せ
て
別
部
門
で
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
二
巻
本
か
ら
七
巻
本
へ
の
増
補
は
二
巻
本
の
語
を
よ
り
詳
し
く
説
明
し
、
特
徴
を
明
瞭
に
す
る
意
図
を
持
つ
増
補
も
あ
る
。
つ
ま
り
新
た
な
語
を
積
極
的
に
加
え
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
七
巻
本
は
二
巻
本
の
輪
郭
を
残
し
な
が
ら
も
、
よ
り
使
い
や
す
く
し
、
そ
の
時
代
に
明
ら
か
に
な
っ
た
事
実
を
書
き
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、
時
代
の
世
俗
性
を
示
す
辞
書
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
注
注
１
三
宅
ち
ぐ
さ
「
二
巻
本
『
世
俗
字
類
抄
』
の
所
収
語
彙
―
二
巻
本
お
よ
び
三
巻
本
『
色
葉
字
類
抄
』と
の
比
較
か
ら 
―
」（「
岡
大
国
文
論
稿
」六
　
一
九
八
一
年
三
月
）
注
２
日
下
薫
「
世
俗
字
類
抄
の
国
語
学
的
研
究
―
七
巻
本
世
俗
字
類
抄
の
位
置
―
」（
東
京
女
子
大
学
卒
業
論
文
　
一
九
九
六
年
）
茂
田
綾
子
「
世
俗
字
類
抄
の
国
語
学
的
研
究
―
二
巻
本
と
七
巻
本
の
表
記
を
中
心
に
―
」（
東
京
女
子
大
学
卒
業
論
文
　
一
九
九
八
年
）
児
玉
裕
子
「
世
俗
字
類
抄
の
国
語
学
的
研
究
―
二
巻
本
と
七
巻
本
の
畳
字
部
を
中
心
に
―
」（
東
京
女
子
大
学
卒
業
論
文
　
二
〇
〇
〇
年
）
注
３
注
２
に
同
じ
注
４
川
瀬
一
馬
「
室
町
中
期
飮
世
俗
字
類
抄
（
七
巻
本
）」（『
古
辞
書
概
説
』
雄
松
堂
書
店
　
昭
和
五
二
年
五
月
一
八
日
）
注
５
注
２
に
同
じ
注
６
注
２
に
同
じ
注
７
注
２
に
同
じ
注
８
注
２
に
同
じ
（
む
ら
こ
し
　
ひ
と
み
　
二
〇
〇
七
年
日
文
卒
）
